
 

 

 

 

 
 

★☆★ 臨時休校中の学習について ★☆★ 
◎下の内容は、宿題とします。次の登校日に、全員が提出するものです。計画的に進めましょう。 

【国語】 

〇教科書の音読  

P１４「かんがえるのって おもしろい」     P17「なまえつけてよ」 

  P４６「見立てる」                     P４８「言葉の意味が分かること」 

それぞれを、音読１０回以上行います。音読１回するたびに、題名の横に〇をつけましょう。ご家族

の方がお時間作れるようでしたら、聞いてもらってください。むずかしい場合は、自分で進めましょう。

授業が再開したら、音読練習の時間をつくらず、すぐに感想の交流等を始めます。新しい漢字の読

み方は、そのページの下の欄に書いてあります。 

 

〇新出漢字の学習  

漢字学習ノート P８～P３５ 

    書き方は、学年だより４月号と同じです。１日に、見開き１ページ程学習を進める量になります。最

後の方にまとめて取り組むのではなく、コツコツと学習しましょう。 

 

〇新聞を読もう 

    教科書 P９８～１０２を読みます。その後、実際の新聞を読んでみましょう。小学生新聞でも構いま

せん。ご自宅で新聞を購読していない場合は新聞を購入していただくか、インターネット等でニュー

スの記事を選んでください。新聞の記事を読み、「気になった」「興味がある」「もっと知りたい」「初

めて知った！」と思うような記事を 1つ切り抜きましょう。その記事をご家庭にある A4の紙に貼って、

空いているところ（裏でも構いません）に感想を書きましょう。名前も書いてください。基本は１枚提出

ですが、もっと取り組みたい人は何枚行っても構いません。 

 

【社会】 

〇国名と大陸、海洋を覚えよう 

    教科書 P８～P11にある大陸名、海洋名をおぼえましょう。授業再開後、下のような形でテストを

実施します。しっかりと覚えましょう。 
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【総合】 

   社会の学習と関連させて「米」について学習します。そこで、世界にはどんな米料理があるかインタ

ーネット等で調べておきましょう。分かった料理名と国名を連絡帳にメモしておいてください。 

 

 

◎下の内容は提出する宿題ではなく、ご家族の協力をいただきながらチャレンジしてみましょう。 

【家庭科】※火や熱湯を使う内容です。必ず保護者の方が一緒の場所で行うようにしてください。決 

して、子どもだけではやってはいけません。 

 〇お茶を入れよう  

日本茶、紅茶をいれましょう。ティーバッグだけでなく、茶葉を急須やティーポットにいれて、茶わん

やカップにお茶を注ぐこともやってみてください。美味しくいただけるといいですね。 

 

〇野菜をゆでよう 

    家で食事する機会が多いかと思います。一品、家族と一緒に調理してみましょう。青菜（ほうれん

そう、こまつな など）をゆでておひたしにしたり、 じゃがいもやにんじんをゆでてサラダにしてみたり

するのはいかがでしょうか。今あげた調理だけでなく、食事作りのお手伝いをやりましょう。授業再開

後、家庭科の学習で調理実習が始まります。  

    調理の仕方は「NHK ｆｏｒ ｓｃｈｏｏｌ」→「クリップ」→「家庭科」で見ることができます。（映像は、

下の方にあります。探してください。） 

 

 

★☆★ 保護者の皆様、ご準備をお願いします ★☆★ 
【社会】 

〇米袋を１枚、用意してください 

    社会で「米作り」について学習します。学習の導入で、米袋を使用します。どうしても用意できない

場合は、持ってこれなくても大丈夫です。ご安心ください。 

 

【家庭科】 

〇調理実習で使用するものを、用意してください 

    ・エプロン ・三角巾 または バンダナ ・台ふきん１枚  ・食器用ふきん１枚   

を用意しておいてください。授業再開後、家庭科の学習で調理実習することが可能となった際に、改

めてお知らせします。 

 

〇裁縫セットの購入準備 

    家庭科の学習のため、「裁縫セット」を購入の準備していただきます。ご家庭にあるもの、また、他

店（ネット）で購入していただいても構いません。学校で注文・購入する際に使う注文用紙（袋）を載

せました。授業再開後、すぐに申し込みをしますのでご検討ください。資料を、載せました。ご参考にし

てください。 

    また、ご家庭でご用意される場合もすぐに使用できるよう準備を進めておいてください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の□2 ～□19 （□20 ）の物は使用しますので、ご用意していただきます。ご

家庭の物を使っていただいても構いません。単品で注文することもできます。 


